
2. 実験結果
介⼊前：階段利⽤者が総利⽤者数に占める割合は22％
介⼊後：33％に上昇
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1. ⽬的

課題：運動不⾜、エレベーター効率低い
施策：インパクトの強い「階 段 を ⼀ 段 上 が る ご と に 寿 命 が

7秒延びる！」のメッセージを載せたポスターをエレ
ベーター横に設置し、⾃発的な階段利⽤を促す

3. まとめと今後の改善

・メッセージのインパクトの⼤きいポスターが、⼈々の⾏動
に変化をもたらす可能性を確認できた

・今後は、サンプルサイズが⼩さいため、さらなるデータ収
集が必要だと考える

＊計算式

先⾏⽂献によると、毎⽇
30分間の運動を⾏った⼈
の寿命は男性で4.21年、
⼥性で3.67年⻑かった。

25歳から毎週90分階段
を利⽤し、70歳まで続け
ると仮定すると、合計約
210,600分の時間となる。

これにより、寿命が3年
（1,555,200分）延びる
と仮定すると、
1,555,200分÷ 210,600
分 = 7.4倍となる。
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